


















































を含む Nigrinudum.Colsess IV. Orange lemma.および二角シパリーとの4交雑を追
加した.
実 験 結 果
1. F1雑種の反応
第1表Aには，1963年に調査した高度抵抗性品種御堀棟3号と擢病程度の異なる 6品





かった.抵抗性同士の F1雑種は抵抗性， また擢病性同士の F，雑種は羅病性を示した.
これは本病に対する抵抗性あるいは擢病性に関与する遺伝子の聞に優性とか入りくんだ交
互作用や補足作用がないことを暗示している.
第 1表 抵抗性程度の異なる品種間交雑の F，雑種と親品種の病徴程度
A. 1963年の結果
親品種と病徴
交 A (4) 
博多 2 号 (3-4)
スヮ γハルス (3) 
T. 2 (0-1) 
Bavarian (0-1) 
|?fFI お-l~ Iスワ rtjJレス|貯4~I雪12T1hr?
|2 I 1ー 2I 3-4 I 3-4 I 4 I 1ー 2
栃木ゴールデγ (4) I 1 
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B. 1966年の結果
親 品 種 と 病徴 o 0) 争時|時駅南天野
B. E. 20 (3 bc) 2 3 。I3-4 b I 4 b 
夏大根麦 (4 bc) 2 4 
穂揃茨城1号 (3 ab) 2 2 
笠浦裸麦 (1 。〉 0-1 。
二角シパリー (3 b) 2 a 
成城 17 号 (3-4 b) 2-3 a 
さっき二条 (3 b) 2 a 









程度木石港3 (0) モ ザ イ ク 斑 の
x 。 1 2 2-3 3 計 場所3-4 4 
二角シパリー (4b) 17 30 35 9 91 新見
さっき二条 (3a) 40 41 50 18 149 " 
成城 17号(3a) 44 33 37 8 122 1 
夏大根麦 (4b) 62 5 21 18 153 5 3 267 倉敷





























































































































































































Orange lemma 0 
ニ角シパリー V 
Colsess IV S 
Nigrinudum 
s 
木石港3の抵抗性遺伝子 Ymと三叉芭遺伝子Kとの連鎖 (F.)第 5表
権病性
K k 
χz 計 p 
実 験数





















第 4表によると，この抵抗性遺伝子 Ymは第1染色体の皮様性遺伝子 (Nn)，第2染色










のもつ抵抗性の遺伝研究は病徴の強さの異なる 4品種，交A，スワンハルス， Bavarian 
および T.2との 4交雑について行なった.F2および九雑種は 1964，1965および1966











媛枯化死 言十。0-1 1 1-2 2 2-3 3 3-4 
御姻裸 3号 C. P. 71 72 
交 A P 20 20 
F. (64) 81 47 1 103 10 10 49 301 
F， (66) 78 3 45 9 35 10 10 38 226 
F. (66) 80 10 16 40 78 31 44 299 
スワンハルス P 1 2 16 20 
F， (66) 90 12 74 13 63 17 8 278 
F. (66) 49 17 63 27 12 23 3∞ 
Bavarian P 3 4 13 20 
F， (66) 60 24 87 19 9 1 200 
F， (66) 58 11 126 74 17 2 288 
T. 2 P 7 13 20 
F， (66) 108 22 105 33 22 290 
F， (66) 146 7 137 5 5 3∞ 
第 7表 御堀裸3号との4交雑の丸およびF，における無病および
擢病個体あるいは系統の分離.
御期裸3号 世代(年次) 無病型x 羅病型 計
χs p 
交 A F. (64) 81 220 301 0.5858 .5ー .2
F， (66) 78 148 226 10.9084 
F. (66) 80 219 299 0.4916 .5-.2 
スワ γハルス F， (66) 90 188 278 8.0624 
F， (69) 50 201 251 3.4542 .1ー .05
F， (66) 49 251 3∞ 12.0178 
Bavarian F， (66) 60 140 2∞ 2.6667 .2一.1
F， (66) 58 230 288 3.6296 .1一.05
T. 2 F， (66) 108 182 290 23. 1772 
















































































































χ2 D. F. p 
この結果によると，全体のがの大部 皮裸の分離 2.381 .2-.1 
分は連鎖によるものであることはし、うま
擢病:無病の分離 8.595 1 
連 鎖 40.008 1 小
でもないが，なお権病と無病の分離によ




















交 A 個体のモザイク斑の程度 枯媛死化 (%) 区分 計x 。0-1 1 1-2 2 2-3 3 
交 A C. P. 216 (1∞〉 216 
スワンハルス P 1 22 13 2 38 
F， 1 3 179 99 49 112 (25.28) 443 
Bavarian P 33 3 21 57 
F， 21 B 286 19 183 3 23 50 (8.43) 593 
T. 2 P 1 3 20 34 
F， 2 148 34 290 7 30 62 (10.80) 574 
御堀裸 3号 P 39 39 
F， 159 3 92 10 138 18 20 87 (16.51) 527 
第10表において，まず中程度の擢病性を示すスワンハルスとの交雑についてみると，ス






















モ ザ イ ク 斑 の 程 度
交 雑 世代 計。 1 2 2-3 3 3-4 4 
交Ax栃木ゴー ルデン {;: 
13 6 167 1 3 248 
57 43 1∞ 
笠浦裸麦x夏大根麦 F， 2 1 52 5 162 2 50 274 












であったく笠浦裸麦×夏大根麦:が=5.299，笠浦裸麦xB.E. 20 :が=1.846). したがっ
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て，性社Hi"n:i，:は， スワンハノLスといl脱に， 1 つの市分間ド1:の 00~ 、抗i/Li'f:)町三了 ~tltコ， ，何
度惇:病作品開， \l 大m 1-~ヤ ß. E. 20 ，土 これに士、j江する限病YI:!['tいfーならつものと 7える
ことができる.
考 察







この j宣伝研究に当っては， Tf杯Iの ~jJ~MI'J 見地からもっとも荒要と!とl、われる両度択抗性の
遺伝を括一義的にとりあけーた.その結果，完全な抵抗ド1:，を示す木石浩3とIウi度抵抗性の御
堀仰3ロー はど bらも抗抗性が t，として部分慢性の 1主動j宣伝「に支配されることが明ら
かとなった.そして木石港 3のもつ抵抗性J宣伝了会 Ymは第4染色休上の三叉芭遺伝子 K
と，また御期限3号のj宣伝了 Ym2は清 l染色体 1'，の保性遺伝 ('nとそれぞれ連鎖してい
あことが確かめられ， I ， !rj 者が5'1~なるものであることがわかった.
次に， '1程度の権病性を示す 2，¥h阻スワンハルスおよび牲浦裸麦について若干のj宣伝分
析を試みた.スワンノ、ノLスは(:j)it抵抗性の御掴裸3号との交維の F2で無病型と権病型と
を大体 1: 3の比に，また，'，;/)主催病性の交A との雑1'[1¥で， rt'程度およひ目度情府・棲化型
を 3: 1の北に分離した.なお御堀裸3号と交Aとの雑紅iて‘は無病型と擢病型が 1: 3の芹1












与えるように忠われる. すでに第 1同に示したように， F2で、抵抗型と考えられたMl休に



















単一の徴弱な抵抗性遺伝子を持つことが推定できたが， これらの遺伝子は Ymや Ym2と





Yellow dwarfはアプラムシによって媒介されるウイルス病で、あるが， Suneson (1955)， 









































Catherall. P. L. and Hayes. J. D. 1966. Assessment of varietal reaction and breeding 
for resistance to the yellow-dwarf virus in barley. Euphytica 15 : 39-51. 
Inouye， T. 1962. Studies on barley stripe mosaic in Japan. Ber. Ohara lnst. landw. Biol. 
Okayama Univ. 1 (4): 413-496. 
草葉敏彦・遠山 明・油本武義・建部美次， 1969. 産地を異にする大変縞縮病病土の病原性.鳥
取農試研究報告 9:1ー 12.




Schaller， C. W.. Qualset. C. O. and Rutger. J. N. 1964. lnheritance and linkage of 
the Y d2 gene conditioning resistance to the barley yel10w d warf virus disease in 
barley. Crop Sci. 4 : 544-548. 
Sisler. W. W. and Timian. R. G. 1956. lnheritance of barley stripe mosaic resistance of 
Modjo (C. 1. 3212) and C. 1. 3212-1. Pl. Dis. Reptr. 40 : 1106ー 1108.
Suneson. C. A. 1955. Breeding for resistance to yellow dwarf virus in barley. Agron. 
-164ー
Jour. 47 : 283. 
高橋隆平・林二郎・山本秀夫・守屋勇・平尾忠三. 1966. 大麦の縞萎縮病抵抗性に関する研
究.第1報.二条および六条大変品種の抵抗性検定試験.農学研究 51(3) : 135-152. 
高橋隆平・井上忠男・林二郎・守屋勇・平尾忠三・光畑輿二. 1968. 大変の縞萎縮病径抗性
に関する研究第2報.品種の径抗性程度と被害との関係ならびに異なる常発地の病原ウイ
ルスに対する品種反応北絞.農学研究 52(2) 65ー 78.
-165ー
